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福
沢
諭
吉
は

１
０
０
年
と
数

日
だ
け
私
の
先

輩
で
あ
る
。
彼

が
適
塾
に
入
っ
た
１
０
０
年

後
に
同
じ
年
齢
の
私
も
大
学

に
入
っ
た
。
中
津
藩
士
の
子

の
彼
は
、
町
人
に
対
し
て
も

差
別
意
識
は
な
く
人
望
が
あ

っ
た
か
ら
、
仲
間
を
連
れ
て

飲
み
に
出
か
け
た
が
、
時
空

を
超
え
て
出
会
え
た
と
す
れ

ば
、
私
は
そ
の
尻
に
つ
い
て

行
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

猛
勉
強
の
３
年
後
、
彼
は

藩
命
で
江
戸
へ
出
た
。
そ
の

後
の
彼
の
雄
飛
活
躍
は
良
く

知
ら
れ
て
い
る
。
31
歳
で

「
西
洋
事
情
」
を
出
版
し
、

死
ぬ
２
年
前
64
歳
の
「
福
翁

自
伝
」
ま
で
の
著
作
は
そ
う

多
く
な
い
。
小
説
は
嫌
い
で

実
用
書
ば
か
り
を
書
い
て
い

た
彼
の
本
質
は
思
想
家
、
教

育
者
で
あ
ろ
う
。
拙
速
に
近

代
化
を
目
指
す
当
時
の
日
本

人
ら
し
く
、
目
先
の
国
益
を

重
視
し
た
が
、
当
時
の
先
進

国
は
先
端
科
学
の
発
達
だ
け

で
な
く
、
数
百
年
後
に
も
劣

化
し
な
い
思
想
家
が
湧
き
出

て
い
た
時
代
で
あ
る
。

　

当
時
の
日
本
人
は
き
な
臭

い
時
勢
の
中
で
こ
ぢ
ん
ま
り

と
誠
実
に
生
き
て
い
た
。
一

万
円
札
に
は
後
世
の
者
が
学

習
す
べ
き
福
沢
の
叡
智
と
謙

虚
さ
が
刷
っ
て
あ
る
。

続
く
低
歯
科
医
療
政
策

「
か
強
診
」
の
届
出
に
対
応

４
月
下
旬
に
発
行

会員に１冊無料で送付

　協会の社保担当事務局員は、
４月中旬まで改定書籍『歯科保
険診療の研究』の製作業務で事
務所を離れます。お問い合わせ
は、出先から折り返しの対応と
なります。

お知らせ

　

あ
い
さ
つ
し
た
小
澤
力
理

事
長
は
、
今
次
改
定
で
歯
科

疾
患
管
理
料
の
算
定
要
件
の

改
善
な
ど
協
会
・
保
団
連
の

要
求
が
一
定
反
映
し
た
こ
と

を
評
価
し
た
。
そ
の
一
方

で
、
新
設
さ
れ
た
「
か
か
り

つ
け
歯
科
医
機
能
強
化
型
歯

科
診
療
所
」
な
ど
、
地
域
包

括
ケ
ア
を
推
進
す
る
た
め

に
、「
施
設
基
準
の
ハ
ー
ド

ル
が
高
く
、
多
く
の
歯
科
医

院
に
は
関
係
の
な
い
改
定
に

財
源
を
割
い
た
」
と
指
摘

し
、
患
者
や
歯
科
医
師
が
考

え
て
い
る
「
か
か
り
つ
け
歯

科
医
機
能
」
で
は
な
く
、

「
政
府
の
医
療
費
抑
制
政
策

に
沿
う
歯
科
医
療
機
関
を
つ

く
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い

る
」
と
批
判
し
た
。

　

政
府
は
今
次
改
定
と
次
期

改
定
を
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
の
流
れ
の
中
に
位
置

づ
け
、
医
療
費
抑
制
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
し

民
皆
保
険
制
度
を
守
り
発
展

さ
せ
る
た
め
に
「
保
険
で
良

い
歯
科
医
療
」
の
運
動
を
更

に
強
め
た
い
と
訴
え
た
。

　

政
策
解
説
し
た
戸
井
逸
美

副
理
事
長
は
、
全
体
で
０
・

84
％
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な

っ
た
政
府
の
社
会
保
障
費
抑

制
路
線
に
つ
い
て
、
消
費
税

を
増
税
し
な
が
ら
社
会
保
障

費
を
削
減
す
る
一
方
で
、
大

企
業
に
は
法
人
税
の
引
き
下

げ
で
優
遇
し
て
い
る
と
批

判
。
安
保
法
制
の
も
と
軍
事

た
。
歯
科
財
源
に
す
れ
ば
わ

ず
か
50
億
円
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
も
、
薬
価
・
材
料
の
引

き
下
げ
を
含
め
た
全
体
で

は
、
マ
イ
ナ
ス
０
・
84
％
の

マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な
っ
た
。

金
額
に
し
て
１
４
０
０
億
円

以
上
の
マ
イ
ナ
ス
だ
。

　

16
年
度
の
社
会
保
障
予
算

は
、
社
会
保
障
費
自
然
増
を

６
７
０
０
億
円
と
し
て
い
た

厚
労
省
の
概
算
要
求
に
対

し
、
医
療
分
野
だ
け
で
１
７

０
０
億
円
を
削
減
。
社
会
保

障
費
の
自
然
増
を
年
５
０
０

　

２
０
１
６
年
診
療
報
酬
改

定
の
狙
い
と
本
質
に
つ
い
て

政
策
部
が
解
説
す
る
。

◇

　

診
療
報
酬
改
定
率
は
、
医

科
・
歯
科
・
調
剤
の
本
体
は

プ
ラ
ス
０
・
49
％
、
歯
科
本

体
は
プ
ラ
ス
０
・
61
％
だ
っ

０
億
円
に
抑
え
る
安
倍
政
権

の
「
骨
太
方
針
２
０
１
５
」

に
基
づ
い
た
も
の
だ
。

　

今
次
の
診
療
報
酬
改
定

は
、
歯
科
医
療
機
関
の
経
営

改
善
の
役
に
立
た
な
い
事
は

１
９
９
８
年
か
ら
の
15
年
間

で
わ
ず
か
２
０
０
０
億
円
増

だ
。
そ
の
一
方
で
患
者
数
は

18
・
６
％
、
歯
科
医
療
機
関

は
10
・
４
％
増
え
て
い
る
。

　

厚
労
省
が
２
０
１
５
年
に

の
も
と
で
小
さ
な
パ
イ
を
歯

科
医
療
機
関
が
分
け
合
う
構

図
だ
。

　

こ
う
し
た
流
れ
は
、
歯
科

医
療
機
関
だ
け
で
な
く
歯
科

技
工
士
の
危
機
に
も
直
結
し

た
。
技
工
士
の
６
割
が
週
70

時
間
以
上
働
い
て
い
る
一
方

 

（
つ
づ
く
）

で
、
個
人
経
営

の
技
工
所
で
は

６
割
が
可
処
分

所
得
３
０
０
万

円
以
下
と
い
う

結
果
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
こ

う
し
た
厳
し
い

状
況
が
若
年
技

工
士
の
離
職
と

後
継
者
難
を
生

み
出
し
て
い

る
。

明
白
だ
。
国
民
医
療
費
に
占

め
る
歯
科
医
療
の
割
合
は
、

６
・
８
％
に
過
ぎ
な
い
（
２

０
１
３
年
度
）。
政
府
の
低

歯
科
医
療
費
政
策
の
も
と
、

行
っ
た
医
療
経
済
実
態
調
査

で
は
、
歯
科
医
療
機
関
（
個

人
立
）
の
損
益
差
額
は
、
年

額
４
０
０
０
円
増
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。
低
歯
科
医
療
政
策

て
い
る
。
昨
年
保
団
連
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
が
実
施
し
た
歯
科

技
工
所
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
技

工
士
の
低
収
入
・
長
時
間
労

働
の
実
態
を
浮
き
彫
り
に
し

費
を
聖
域
化
し
、
戦
争
す
る

国
づ
く
り
を
進
め
る
政
府
の

姿
勢
を
転
換
さ
せ
る
た
め

「
戦
争
法
廃
止
」、「
患
者
負
担

増
中
止
」
を
求
め
る
両
署
名

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

　

新
点
数
説
明
で
は
、『
２

０
１
６
年
改
定
の
要
点
と
解

説
』
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
、

吉
田
裕
志
副
理
事
長
が
か
か

り
つ
け
歯
科
医
機
能
な
ど
の

新
た
な
位
置
づ
け
を
始
め
と

す
る
「
要
点
」
を
、
安
積
中

理
事
が
「
改
定
点
数
と
解

　協会は『歯科保険診療の研究（2016年４
月版）』を４月下旬に発行し、会員に１冊
無料で届ける。項目ごとに解説と症例を掲
載しており、改定後の請求に役立つ１冊に
なっている。

っ
か
り
と
つ
か
む
必
要
が
あ

る
と
強
調
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
安
倍
政
権
が

安
保
法
制
を
強
行
す
る
陰

で
、
社
会
保
障
改
悪
を
進
め

て
き
た
こ
と
を
批
判
し
、
国

地
域
包
括
推
進
の
改
定

診療報酬改定率の推移

〝
平
和
、社
会
保
障
を
守
る
〞ア
ピ
ー
ル
採
択

施
設
基
準
研
修
会
の
ご
案
内

近
畿
厚
生
局
・
各
種
名
簿
な
ど
で
情
報
を
取
得
し
、
未
入
会
の
先
生
に
本
紙
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
郵
送
停
止
を
ご
希
望
の
方
は
当
協
会
事
務
局
（
℡   

06-

６
５
６
８-

７
７
３
１
）
ま
で
。

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

今
号
は
大
阪
府
下
の
全
歯
科
開
業
医
の
先
生
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
協
会
へ
の
ご
入
会
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。
協
会
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
組
織
部
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

協
会
は
２
０
１
６
年
診
療
報
酬
改
定
新
点
数
中
央
説
明

会
を
３
月
21
日
、
大
阪
国
際
会
議
場
（
大
阪
市
北
区
）
で

開
き
、
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
ら
１
７
５
０
人
が
参
加
し
た

（
写
真
）。

　

協
会
は
「
歯
科
外
来
診
療
環
境
体
制
加
算
の
施
設
基
準
に

係
る
研
修
会
」（
外
来
環
）
と
「
在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療

所
の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会
」（
歯
援
診
）
を
５
月
と
６

月
に
そ
れ
ぞ
れ
開
く
。
両
研
修
会
を
受
講
す
れ
ば
、
診
療
報

酬
改
定
で
新
設
さ
れ
た
「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
機
能
強
化
型

歯
科
診
療
所
」
の
施
設
基
準
の
研
修
を
満
た
す
こ
と
に
な

る
。
受
講
料
は
各
１
千
円
で
定
員
１
３
０
人
（
先
着
順
）。

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
会
員
本
人
の
み
受
講
で
き
る
。
申

し
込
み
は
事
務
局
（
℡
06
―
６
５
６
８
―
７
７
３
１
）
ま

で
。

◇

歯
科
外
来
診
療
環
境
体
制
加
算
の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会

（
外
来
環
）

　

日
時
：
５
月
14
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会

（
歯
援
診
）

　

日
時
：
６
月
４
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

※
会
場
は
い
ず
れ
も
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

説
」
を
そ
れ
ぞ
れ
説
明
。
平

尾
清
司
社
保
研
究
部
員
が

「
症
例
」を
紹
介
し
た
。

　

「
改
憲
を
許
さ
ず
、
平
和

を
守
り
、
社
会
保
障
を
抜
本

的
に
改
善
・
拡
充
」
に
力
を

つ
く
す
こ
と
を
表
明
す
る
ア

ピ
ー
ル
を
採
択
し
た
。
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